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第四回全日本カッター競技大会を迎えて

防衛大学校長　　　棋　　　　智　　　雄

全日本かックー競技大会は､回を重ねて今年は､その第四回を三浦半島観音崎附近にて､開催さるることとなりま

した｡防衛大学校が､この大会の幹事校になりましたことは､光栄の至りであります｡ただ､競漕設備及び浮符につ

いて､出来るだけの意は払いましたが､遠来の選手諸氏の満足を得られるか否かを懸念しております｡

参加の各校は､目的制度において相違のあることは免れませんが､すべて海洋に関係ある学校でありまして､海洋

は､いわば､将来の任務の職域であります｡毎年初夏の好季節を選び､関東関西のいずれにか､交互に参会して､日

頃鍔練の腕を競うことは､ひとり志を海に寄せる者の意気を示すばかりではなく､互にその精進を励み､かつ､視す

ることなのであります｡今日ここに力を尽し､ともに大気大洋大地を愛する者が､更にはるかに行かんとする僚友と

.むを結ぶことは､ただに､自らのためであるばかりではなく､平和を愛する同胞民族の発展のためにも､喜んでよい

のではないかと信じます｡参加選手夢氏の御健闘を祈ります｡
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会　　長

副会長

役　　員

審判長

委員長

総　　務

大　　会

防衛大学校校長

防衛大学校幹事

海上保安大学校

鹿　児　島　大　学

神　戸　商船大学

東　京　商船大学

東　京　水産大学

長　崎　大　学

日　本　大　学

農林省水産講習所

三　重　県立大学

防　衛　大　学　校

防　衛　大　学　校

大
A
三三

木村欣浩

森　原　　　庶　務　　竹重　　　　会　場　　清水

接　待　　江戸､辻川　音楽隊

広　報　　小竹　　　　　調　査

出発決勝　　西沢､　南　　記　録

進　行　　森原　　　　　舟艇器材　　桜田

警戒保安　一二藤　田　　　　　通　信　　古石､和田

宿　泊　　末永､朝　田　給　養　　佐野

車　鞠　　阿部　　　　　医　務　　山　口

第4回全日本カブタ-競技大会

横須賀市友好団体協議会
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身長 体重

171　　　　66

166　　　　60

168

66

70

( ◎主将　　○マネージャー)

学年･科　　　　　出身校(県)

鳥
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泰　寺高(広

高(広

田　二高(官

高(広

東　商(鳥

西　高(鳥

高　岡　高(富

築　館　高(宮

2　　　　　　仙　台二高(宮

N3　　　　　栃　木　高(栃

2　　　　　　大牟　田　高(宿

E3　　　　　都立小山台高(東

2　　　　　　松本探志高(長

N3　　　　　大手　前高(香

1　　　　　尾道北高(広

1　　　　　日　杵　高(大

1　　　　　西　京　高(京

商港酵･ヨットヵツタ-

設計　建造　修理

墨田州造船株式会社
取締役社長　石　渡　常　次

東　京　都　墨　田　区　寺島町3-10

電話東京611局7195番(代表)

レースボート　とオール

専　門　製　作
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株　式

会　社
デ　ル　タ　造　船　所

荒川区尾久町8丁　目　2788番地

電　話(891) 8　0　4　4･7　0 1 8番

校学大普煤上港
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出身較(県)

㊧様式書紀呉造船所
取癌役社長　住　田　正　一

東　京　本　社　東京都千代田区丸ノ内一丁目一番地　第一鉄鋼ビル内

電　話　東　京(201)0381(代表)

神戸事務所　神戸市生田区浪花町六四番地　三ノ宮電々ビル内

電　話　神　戸　(3)　3776-8

呉　造　船　所　呉　市　昭　和　通　二　丁-　冒　一　番　地

電　話　呉　(2)　5 1 7 1 (代表)
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克

正　夫

晴　信

純一郎　　　1

行　夫　　　1

敏　　　1

隆　夫　　　1

穣　　　1

基一郎

清

洗一郎

礼　文　　　1

宏

出身校(県)

商　船　高(広　島)

本　　高(熊　本)

川　高(東　京)

高(宮　城)

島　東　高(愛　媛)

八　潮　高(東　京)

松　　高(香　川)

戸　　高(兵　庫)

附　属　高(東　京)

崎　　高(山　梨)

木　　高(神奈川)

府　　高(愛　知)

附　属　高(東　京)

戸　　高(兵　庫)

歳　　高(東　京)

本三育学院高(兵　庫)

原　第　-　高(千　葉)

修　猷　館　高(福　岡)

徳　　山　　高(山　口)
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新三菱重工業株去曹敢

本　　社　　東京都千代田区九ノ内2ノ10　電話代表東京(211)3411
<

大旋営業所　大阪市北区梅田2第一生命ビル5階　電話代表大阪(36) 0871
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身長　　体重　　科･学年　　　出身校(県)

65　　　漁業3

57　　　漁業3

59　　　漁業2

62　　　漁業2

65　　　漁業2

60　　　増殖2

73　　　漁業2

65　　　漁業2

65　　　漁業2

70　　　漁業2

65　　　漁業2

65　　　漁業2

5　　63　　　漁業2

5　　58　　　増殖2

62　　　増殖2

53　　　漁業2

63　　　漁業2

水　産　講　習　所(広　島)

津　　　　　高(三　重)

伊　　都　　高(和算山)

熊　　本　　高(熊　本)

高　　槻　　高(大　阪)

富　田　林　高(大　阪)

三　国　丘　高(大　阪)

広島大附属高(広　島)

相　　生　　高(岡　山)

原　　高(広　島)

小　　倉　　高(福　岡)

国　　府　　高(愛　知)

帝　　陵　　高(長　野)

千　葉　一　高(千　葉)

八　　代　　高(熊　本)

新　潟　南　高(新　潟)

金　沢　二　水　高(石　川)

向　　陽　　高(愛　知)
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WORLD-WIDE SERVICE

∴レーノク漕一也
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1
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某 学大産求

氏
相
中
山
田
美
野
田
原
崎
崎
田
野
田
　
津
沢
田
木

佐
田
松
守
新
薮
黒
杉
川
山
前
只
上
林
浜
鷲
専
自
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○

名

康
克
治
隆
二
宏
紀
夫
萌
之
介
厚
康
宏
大
雄
実
勲
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芳

隆
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光

一

伸

　

達

洋
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昌

国

三

7
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6
5
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関
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3
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1

　

1

　

1
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1
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｢

⊥
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出身校(県)

戸　商　船　大(大

央　　高(宿

富　　高(宮

岡

牟　田　北

日　市

松　工

山

田

田　誠　治

修　身　　　1

長一郎　　　1

上　正　六

郷　悠一郎　　　1

成　美　　　1

船　舶

株式会社　韮　崎　造　船　所

取締役社長　韮　　崎　　定

本社･工場　神奈川県横須賀市日の出町3丁目19番地

電　話　横須賀　1948･2472

学大崎義
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崎
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福
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岡
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顧　問　　　添

艇指揮　　　佐

艇　長　　　田

1　　　飯

2　　　　福

3　　　　高

4　　　　高

5　　　　福

6　　　　永

7　　　　羽

8　　　　●山

9　　　　刈

ユ0　　　◎砂

11　　　　椎

12　　　0枚

禰　　　　横

禰　　　　埴

氏

田

学

身長

藤　文　也　　　170･3

中　夏　着　　　170･5

岡_　正　一　　　163

田　功　明　　　165

木　晴　男　　　163

木　正　直　　　173･2

島　達　士　　　170

村　武　素　　　162･5

田　七　郎　　　172

本　隆　夫　　　177

畳　駿　二　　　171†2

山　　　繁　　　171

賢　二　　　170.5

岡　玉代　良　　　173･5

地　竜　男　　　168

川　親　明　　　174.1

出身較(輿)

本　大　学

:_))1　高(官

金~　井　高(東

野　　高(東

北　　高(東

津　兼　高(静

原　一　高(千

戸　水　嵩(育

本　義(熊

子　実.高(義

西　高(長

古　水　高(岩　手)

南　　高(北海道)

浄　水　高(新　潟)

浄　水　高(静　岡)

高(兼

高(東

島津製作所特約店{-　⑳_島津製讐
L　　ヽ

槍二見1商
ノ∫

A

東京都千代田区神田鍛治町3-3

TEL (251) 8966 ･2878･4029 ･5243

･

■レーノタ潤出

【ロ 本 大

名

男香

年

一

学●科重体
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蜘
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迦
迦
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蜘
迦
迦
凱
勅
勘
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漁

漁

漁

漁

漁

製

襲

製

薬

漁

製

製

製

増

製

増

日

肯

小

北

城

沼
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八

熊

丸

木

宮

江

岡
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日

　

日

普
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)
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城

京

京

京
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森
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野
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大

大
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p
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E
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d

京
京
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科･学年　　　　出身校(県)

67　　　63　　　漁業3

66　　　58　　　製造3

68　　　65　　　製造2

69　　　66　　　漁業3

78　　　64　　　製造3

65　　　70　　　機関3

68　　　65　　　製造3

74　　　74　　　漁業3

73　　　76　　　製造3

75　　　76　　　機関2

68　　　67　　　製造3

72　　　75　　　漁業3

72　　　62　　　機関2

70　　　62　　　漁業2

64　　　52　　　漁業2

65　　　57　　　製造3

71　　　68　　　漁業4

65　　　62　　　漁業4

水　産　講　習　所

鶴　岡　南　高(山　形)

下　関　西　高(山　口)

山　　甲　　高(福　岡)

泉　ケ　丘　高(石　川)

久留米大附高(福　岡)

串　　本　　高(和歌山)

修　献　館　高(福　岡)

川　　越　　高(埼　玉)

山　　鹿　　高(熊　本)

京　　都　　高(福　岡)

佐　　賀　　高(佐　賀)

徳　　山　　高(山　口)

修　献　館　高(福　岡)

山　　鹿　　高(熊　本)

東　　築　　高(福　岡)

柳　　井　　高(山　口)

山　　鹿　　高(熊　本)

根　　室　　高(北海道)

請産水省林農

氏
本
島
葉
間
村
野
宅
田
保
田
村
綿
伯
柳
田
吉
岡
島
本

久

橋
真
千
水
寺
官
安
藤
小
前
井
千
佐
青
本
秋
片
牛
坂
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克

　

　

　

宝
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弘

洋

一

武

博
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出身較(県)

166

昇　　　167

勇　　　172

宏　　　167

貞一郎　　　167

郎　　　171

也　　　170

夫　　　180

雄　　　170

治　　　171

全　　　163

郎　　　172

守　　　165

洋　　　167

十六生　　　166

重
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知
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重
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用
重
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知
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川
田
越
内
宮
木
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倉
谷
岡
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瀬
崎
橋
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玉
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鈴
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石
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禰

禰

禰

　

禰

顧
艇
艇



11･aL

誠

三千男

昌　徳

忠　司

誠　一

航　2

応物4

出身校(県)

令

南

学　校(千　葉)

高(長　崎)

高(佐　賀)

高(佐　賀)

高(福　井)

高(熊　本)

高(茨　城)

高(埼　玉)

高(宮　城)

高(徳　島)

北　　高(山　梨)

取 高(宮　城)

高(鹿児島)

高(東　京)

高(熊　本)

高(岡　山)

陽　　高(大　阪)

高(宮　城)

施　　高(大　阪)

大　一　高(東　京)

東　高(兵　庫)

｢　　　　｢

l■■■■■■

-■■■ 井　船　舶　株　式
Fb3
---　-　Jl

Eヨ

代表取締役社長　　　　井　保　造

本　　店　東京都中央区日本橋童町2丁目1の1

支　　店　小樽･横浜･名古屋･大阪･神戸･門司･若稔･ロンドン

出張所　皇　蘭･三　池

事務所　釧路･東京港･名古屋築港･大阪築港･玉野･八幡･口之津

巌重点　川崎･伏木･ニューヨーク･サンフランシスコ

グァンクーグァ一･ポンペイ･カルカッタ･ラングーン

バンコック･シンガポール･香港･台北

防 大 学

間
揮
長
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審　　　判　　　規　　　則

1.使用艇､オール及びコースはレースの都度抽選によ

り決定する｡

2.スターtl

l.各艇は指定の時刻コース順に従いスタートライ

ンに整列する｡

2. 5分前をマイクにより通達､スタートブイにつ

く､ブイに着き用意が完了したら艇長は陸上の

審判員に手を挙げて合図する｡

3.スタート用意:号笛短声連続､手旗2原画､号

笛長一声手旗頭上より一回転する｡

4.スタ丁ト:頭上の手旗を垂直に振下すと同時に

号砲を打つ｡

3.審判長,審判員がスタートを不完全と認めた時は直

ちにレースを中止せしめ,スタートラインに呼び返

す｡

諸信号,審判癖コース横断

4.スタートに於ける号令前の飛出し､及び艇の事故に

よるスタートの遅速等は2回で失格である｡

5.回頭は左回頭(反時計回り)とする｡回頭は指定の

回頭旗を回頭するものとし,他の回頭旗を回頭した

場合､及び回頭旗に艇又はオールの一部でも接触し

た場合は失格である｡

6.ゴール

艇首が規定のゴールライン隼人った順序をもって順

位とし､順序は審判員が判定する｡

7.同着の場合は追込艇の勝とする｡

8.ゴールイン時のスタ-トブイタッチは失格としな

い｡

9.各艇は自己のコースを航行し､もしこれを誤って他

の艇に接触その他不正行為があったと審判員の認め

た時は失格とする｡

10.レース中のコースに於ける障害､■自艇の故障等は他

艇の不正な淳蝕を除く他各艇自らこれを忍ぶべきも

のとする｡しかし審判長の判断によりこの限りでな

い時もある｡

ll.レースに関する異議申立等は艇長がこれを行い､審

判長が裁決する｡

12.オールは予備2本を積み自由に使用してもよい｡

13.補欠は1レース終了後自由に交替できる｡

14･オールは流したままゴールインしても差支えない｡

■＼ � 

･':..:.L:.:.:::F'-=.-I-,.7,言草T.:.'/;.L7::;7 

船舶艦礎新造億理三菱横浜G-Eボイラー 

腐涜mA.Nデイ-ぜJL横囲三菱横浜可変ピッチプロペラ 剪�

教場製品産業機補 剪�

∫.日 � ��

齢拍祉長裡井俊記 

TTJ.=一転--一重諾giJ還巨刑 � 

本社東京都千代田区九ノ内2の4電話東京(281)2351(大代表) 

大坂営某所大阪市北区梅田町47薪阪神ビル4糟電話大阪(36)7531(代) 
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レ　ー　ス.の　手　引

本大会に使用される艇は外板鎧張で長さ9m12人滑のカッターである｡カッターとは一般の救命艇(離､旗同型)

と異り､鹿を切落した形になっているのでこの称があるoマストを立て､帆走することも出来るようになっている｡
I

艇を操作しているものをクルーと称し､その名称は右舷(艇尾より艇首に向って右側)の最も艇首に近い者が1

私左舷の最も艇首に近い薯が2番(この2人をBowm撃という)!､以下右左舷交互に3,4,･･･-ll, 12番まである｡
＼

ll, 12番を特にStrokemenと呼び榛滑の場合この2人示基準となる｡藤尾で舵を握っているのが艇長であり､艇の

揖揮号令を掌っているのが艇据樺である｡即ち艇括樺がその癖の全ての指揮を司る｡

スター…各艇の艇首が一直線上に並んだとき､手旗､号笛､号砲の信号を以って行_ラ.レース距離は往復2000m

であって､スタートラインより1000mの所に,各コ⊥ス毎に回頭旗が立てられており､各艇はこれを左回り(反時計

回り)に回頭して帰ってくる.即ちスタ｣トラインがそのままゴールラインとなる訳である｡ゴ-ルは艇首がゴ-ル

ラインに達した時とするoピッチ即ち1分間に漕ぐ回数は大体30前拳であり,レース所要時間は10分余である.即ち

5-6ノットの速度となる｡参考迄に小型機船の速度は大体6-12ノッ'トであ去｡~

カッターレースは10分余の周､一瞬といえども息を抜くことを許されず,しかもクルー全員の呼吸が完全に一致し

ていることを要するo　レースの見所は､ピッチをいくらに定めるか,スタートダッシュ､回頭､ラストスパートの巧

臥風私海潮流の対策,利用の巧拙等帝に注目すべき点せあるが､その他にクルーの一糸乱れぬ一挙手一投足に他

の競技には見られぬよさがある.

カッターL'-スは実技を兼ねた､最も豪快な海のスポーツである0

なお､前回までの主な順位は次の如し､

第1回大会(昭32･於東京) ①東京水産大@東京商船大⑧神戸商船大④薫管大

第2回大会( 33･於神戸) I~①　東京水産大②　農林省水産講習所琴　東京商船大④　防衛大
､第3回大会( 34･於呉) ①　農林省水産講習所　②　海上保安大　⑧　東京水産大`t@'蘭衛大ー

HN田L'J由ES

定　　期　　航　　路

東カナダ､ニューヨーク一日泰

西オースト　ラリ　ア一日ノ本
ノ

イ　ンド､パキスタ　ンー日本

ノヾ　　ン　　コ　　ッ　　ク-E1本

ゴ振空夢=J妄浬

取締役社長　俣　野　健　輔 ●●●●●●●●●●●●●●●●

本　社:東京都千代　田　区丸　の　内　3　ノ　6
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-　AK.ASHl
ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

I

電子顕微鏡'　動釣合試験機
硬､度　b計･ :-動電型加振装置

振　動.計t lそ.tの　他

本　　　社

工　　　場

大阪出張所

l,

■　ヽ　　　　･　　　　　　　■

威武食紅･所も点製作蕨

海京都千代田区丸の内･仲島号館　電話(271)7871-5

東京都品川年末品川5丁目1番地　　電話(491)8146-9

大阪市北区絹盤町･垂ビル窮を11号　　電話(36) 3 81 5(直通)
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天候. 風向. 風速. 波浪.

時■刻_一種目上十校名丁苧可タイム 

09.APJi十開会式 

10.00…予選第1レース′三尊+.せ125 

l ∃え 凵z1`li髄毎軒 抹7E2��

j為堕せ号L4g仁 ;何重*尊王L十一L 

～ 津2�+Xuｸuu���ZBﾅ�襄��8ﾍﾕ��

10.35ト予選第2レ-スi｣_㌢臆上條早ま普衣を丸之 劔l 
I 書…i 唳>�C(-ﾉeﾙ-�9fﾒ��

喜毒｣｣良を亀五号㌻坪､L-I 
iLi= 

ll.10 肪y���c88ﾈ�ｸ5扱掩ｹTﾒ�R�ﾂ�b�亦�%R�】 ト′ 仁 十 卜十.十二÷ 上⊥lT ～ 

i 

ll.30～13.00昼食休憩 

13.30 侭G8�)Yﾈｨ�8ﾈ�ｸ5�������皇i-ト--.一一-一一一.-一一一.----- 

I ら; 剿��

i ii il 冓 l I ii ��仁一_ I 

言十-定レーストトニート 
:芦-守.---. 剪�

;. Zt 勍喜 ■I 

l i__ �.r���1 ���

15.15 A I 鳴�ｨﾈ飲�8ﾂﾘ5ゅ��ﾄ｢ﾓ��萄�｢�辻ﾖ��ﾂ� 

l 1′ 姪ｲ�ﾂ%����

l , 弓､ 刮ﾇ-｣一一一一一一一一 ,i 

15.45i閉会式 
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